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特集／「持続可能な福祉社会の構想」
セッション１：福祉政策

高齢者ケアの日本・スウェーデン比較

ルンド大学助手
多田　葉子＊

　高齢者ケアの日本とスウェーデンの比較ということですが、20 分あまりで

その比較をするというのは非常に難しいので、高齢者ケアというものが日本と

スウェーデンでどういった位置づけがあるのかといったということと、そして

スウェーデンでどのように発展してきたのか、日本と比較してその発展はどう

いうふうに見たらいいのか、そして現在どういうような方向にあるのか、将来

的にはどういう風に日本と比較していったらいいのかというようなことについ

て、お話をしようと思います。最初に結論を申し上げまして後から説明を加え

ていくという方式をとっていきたいと思います。

　変わりつつある高齢者サービスの担い手

　結論としましては、スウェーデンと日本の高齢者サービスですが、家族、市

場、そして公的セクターという大きく３つのアクターがあると考えた時、日本

はどちらかというと家族に比重を置いてきた、スウェーデンは公的セクターに

比重をおいてきたわけですが、先ほどもエデバルク先生のお話でありましたよ

うに、だんだんと民間の力あるいは家族の役割も考えていこうという方向に

――他の国との比較では非常に多少なんですけれども――、になってきている。
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高齢者ケアの日本・スウェーデン比較

26

逆に、日本は家族介護から介護保険の導入に見られますように、公的な力とミッ

クスさせていこうという方向性になっているというように思います。そういっ

た違った方向から様々なアクターをミックスしていこうというような方向に両

方とも向かっているのではないかと考えることができると思います。

　そして、このようにいろいろなアクターがいるということになりますと、何

が重要になってくるのかというと、どのようにしてたくさんのアクターがいる

中で個人のニーズを充足していくのかが両者のシステムにとって議論となって

いくのではないかと思います。もちろん、その需要を満たすためにどのように

財政運用していくのか、組織作りをしていくのかというようなことも共通の話

題になっていくのではないかと思います。

　実は 1990 年代に入るまではスウェーデンは日本にとって、高福祉国家すぎ

てもう、とても真似できないというように思っていたのですが、この 10 年間、

日本もがんばってきましたし、スウェーデンも EU に入ったというようなこと

からいろいろ調整を始めたということで、非常に比較の対象として興味深い２

つの国になっていると思います。お互い、学ぶ点があるというように思います。

　貧しい農業国家からスタート

　スウェーデンの高齢者福祉がどういうふうに発展していったのかを考えてい

きますと、実はスウェーデンという国は貧しい国、貧しい農業国家からスター

トしたというような背景があります。ちなみに人口動態の背景として、スウェー

デンの高齢者の割合がどのように人口の動態として変化していったかを申し上

げます。高齢化率が７％から 14％に推移していく過程をよく指標として用い

ますけれども、高齢化率が７％から 14％に推移していく期間はスウェーデン

はすでに 1890 年に高齢化率が７％に達していました。そして 14％に達したの

が 1982 年でした。スウェーデンは、92 年かけて７％から 14％に推移していっ

たわけです。これはスウェーデンが、非常に早い時期から高齢化社会を経験し

てきたといわれるゆえんであります。



千葉大学　公共研究　第１巻第２号（2005 年 3 月）

27

　一方、日本は 1970 年に７％に、そして 94 年に 14％になったわけであります。

日本は比較的最近になって、ここ 30 年ちょっとの間に高齢化が進んでいった、

24 年間かかって 14％になった。日本の高齢化のスピードはスウェーデンの３

倍の速さであると言えるわけです。

　日本の状況は確かに大変ですが、スウェーデンは非常に早い段階から高齢化

に入ったということから、他の国の例を見ることができなかったわけです。高

齢化社会でどうしたらいいんだろうという時にスウェーデンほど高齢化が進ん

だ国がなかったわけなので、スウェーデンは独自にどうしたらいいかというこ

とを考えなければいけなかった。というのに対して、日本は比較的後から高齢

化が始まっていったので――スピードはすごいのですが――、いろいろな国か

ら学ぶことができているということであります。

　特にスウェーデンは高齢化社会ということで、学ぶ対象になってきたわけで

す。スウェーデンの高齢化社会の歴史を振り返るときに、日本と比較する上で

どのように発展してきたかを見ることは非常に重要というように考えます。ま

ず重要なことはスウェーデンが 100 年位前には 1800 年代の後半にはまだ貧し

い農業国家であったということです。そして貧しい農業国家だったスウェーデ

ンがどうして、世界中の注目を浴びるような福祉国家になったんだろうかとい

うことが、高齢者福祉も含みまして非常に興味深いことであろうと思います。

　どのくらい貧しかったかというと、スウェーデンの市民の食い扶持がない、

食べものがない、職業もないというくらい貧しく、スウェーデンから人が他の

国に移民していくというくらい、貧しかったわけです。1860 年から 1910 年の

間に人口の約４分の１にあたる 120 万人が海外へ移民していったといわれてい

るわけです。人口の４分の１と今考えましても、大変な貧しさだったというこ

とが類推できるかと思います。

　福祉国家の理念――平和主義と開かれたデモクラシー

　この貧しい状況から出発したわけですが、先ほどもいいましたようにス
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ウェーデンにとって福祉国家、高齢者政策も含みまして福祉国家、福祉政策

を作っていくという段階で非常に重要な考え方、理念があったように思います。

それは何かというと、まずやはりスウェーデンは平和主義だということだと思

います。

　何で高齢者福祉の話をして平和主義になっているのかと思われる方もいらっ

しゃるかもしれませんけれども、やはり「破壊」をしないということが福祉、

あるいは高齢者のケアや社会保障を充実していく大前提条件と考えるわけであ

ります。この平和主義から、例えば、それと関連して環境にやさしい国づくり

というようなこともあげられるかと思います。

　いろいろ大事な理念は他にもありますけども、もうひとつ日本との比較で申

し上げておきたいのは、「開かれたデモクラシー」が言えるかと思います。開

かれたデモクラシーとは、政治が市民にとって身近であり、そして透明である

ということだと思います。先ほどもエデバルク先生の話にありましたけれども、

非常に高負担なわけですが、その高負担に市民が納得しているのはなぜか。別

にスウェーデン人が喜んで税金を払っているというわけではありません。納得

している、納得できるのはなぜかと考えますと、やはりそこには開かれたデモ

クラシーということが挙げられるかと思います。

　そして、スウェーデンの高齢者福祉も含めた福祉政策が発展していくという

中で重要なバックグラウンドとなったファクターがあるかと思います。一つに

はエデバルク先生の話にもありましたけれども、1960 年代の高度経済成長と

――その時にすでに高齢化が進んでいるともあるんですが、その時に福祉ある

いは高齢者政策に投資していたようなことがあげられます。そして、機会均等、

スウェーデンでは男女の機会均等だけではなくて、あらゆるレベルでの機会均

等が議論されていますけれども、今、私が歴史的にいっているのは、主に男女

の機会均等なわけですけれども、機会均等の推進によって公的福祉に従事する

人を確保することができたということであります。それも非常に重要なバック

グラウンドになっていると思います。
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　そして、その公的機関で働く人も増えたわけですけれども、その働いている

人がまた税金を納めてその税金が福祉に投資されていくという構図があったわ

けであります。

　三番目に私が日本との比較の視点で重要だと考えるのは地方分権です。先ほ

ど申しました「開かれたデモクラシー」とも関係があります。住民に身近なサー

ビスが住民に身近な行政機関、政府が行うつまり、高齢者サービスのようなサー

ビスは、コミューンと呼ばれる、日本の市町村にあたる基礎自治体が行ってい

くというようなことを推進していったと言えるかと思います。

　このような内容は、日本でも 10 年位で議論していることです。機会均等あ

るいは地方分権が、スウェーデンではかなり以前から議論されてきたことは、

高齢化の進行とも関係があるのではないかと考えることができるわけです。で

すから、歴史的に見ますと日本と比べるとスウェーデンはまだまだ高福祉なわ

けでありますが、歴史的な発展という意味ではある程度の類似性が見出せると

思います。

　スウェーデンが非常に高負担であるという話をしていますが、どのくらい

高負担なのかということで社会保障給付の対国民所得比を見てみます。日本は

22％で、スウェーデンは 46％です。ご覧になったらわかりますように対国民

所得比にしまして、スウェーデンは社会保障、エデバルク先生が言うところの

社会的な安心、安心のネットワークですが、そういったことに日本に比べて倍

以上の割合のお金を使っているということになります。比較をしていく上で大

事な前提条件だと思います。基本的には、もちろんスウェーデンは先ほども先

生方が言われたようにコストを引き下げようというような動きがあるわけです

けれども、基本的にはお金の使い方がかなり違うということであります。

　このようにスウェーデンの福祉国家の発展を見てきますと、日本と理念的に

違うという部分と非常に似通った部分とを見出すことができるかと思います。
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　３つのアクターからみたスウェーデン・日本比較

　先ほど言いましたように、スウェーデンでは高齢者ケアということについ

てはとにかく公的セクターの独占だったわけであります。ここで便宜的に高齢

者ケアを誰が担っていくのかというアクターを３つに分けてみました。1 つ目

は公的セクター、2 つ目は家族・隣人・ボランティアというアクターがあると

考えます。そして、もう一つ市場というアクターがあると考えます。もちろん、

家族に公的な資金の支援をして家族は公的セクターとして考えるんだという考

え方や、あるいはボランティアは市場と結びついているというような、いろい

ろこの区分けには議論があると思いますけれども、今便宜的に２つの国を比較

する上でこれら３つのアクターがあると考えたいと思います。この３つのアク

ターを視点軸として、日本およびスウェーデンの福祉がどのような方向にある

かを見たいと思います。

　スウェーデンはともかく公的セクターが 1990 年くらいまでは中心でした。

すなわち、公的セクターを中心軸として、そこから徐々に家族・ボランティア

あるいは市場の軸へ向かっていると考えられます。

　日本では家族が非常に大きな役割を負ってきたわけですけれども、それだけ

ではとても高齢社会が乗り切れないということがわかってきたと言ったらいい

のでしょうか、介護保険が導入され、また介護保険では民間の力も使っていこ

うという方向に進んでいます。すなわち、家族の中心軸から公的セクターや民

間の軸へと向かっていると考えられます（ただし民間軸についても以前からか

なり強調されていたとも考えられますが）。

　こういった意味で、日本とスウェーデンは非常に、まったく違った方向――

「家族」中心という軸と「公共セクター」中心という軸という全く違う出発点

から、以前よりかはやや近づいたと考えることができるかと思います。こうし

た意味で、日本とスウェーデンの高齢者ケアが、お互いに学ぶ点がいろいろと

あるのではないかと考えられるわけであります。

　また、これらアクターによって高齢者ケアがいろいろ展開されてきているわ
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けですが、例えばスウェーデンでは、公的セクターだけで行ってきたものにい

ろいろなアクターが参入してくると、どうやって今まで保障されていたサービ

スを受ける権利を維持していくのか、あるいは誰が最終責任を負っていくのか、

誰がサービスのコントロールつまりサービスが適正に行われているかなどを誰

がチェックするのかというようなことが問題・課題になってくると考えられま

す。それは日本も全く同じような問題・課題があるかと考えています。

　非常に短い話でしたが、スウェーデンと日本の高齢者ケアがお互いにこれか

ら学んでいくべき点がかなりあるのではないかということで、私の話を終わら

せていただきます。




